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大迫中学校改築事業費 事務事業評価シート

【 事後評価 】平成 27 年度 事務事業評価シート

28年度(計画)

27年度(実績) 28年度(計画)

事業ｺｰﾄﾞ 事業名

0402 大迫中学校改築事業費

人づくり

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること

政策 3-2 学校教育の充実
施策 4 教育環境の充実

総合
計画

分野

会計 款 項 目

一般 10 03 03

目的 学校施設の環境整備

対象 大迫中学校施設

目
的
妥
当
性

 公共関与の妥当性
意図 学校の適正規模を見通し、安全・快適な教育環境を提供する。

妥当である

見直し余地がある

効
率
性

・シンプルな構造を基本にしながら学校施設としての機能を確保
することとし、事業費の削減に取り組んでいる。
・大型の新規追加事業であり人員の削減余地はない。

100.0

・学校の設置については、教育基本法に基づき市が設置者となり
行うものである。

 受益と負担の適正化余地 ・学校施設の改築については、市が主体的に行うものである。

受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

　総合評価　…上記評価結果の総括

妥当でない○設計等業務
　　　基本設計
　　　実施設計
　　　地質調査
　　　屋外環境整備実施設計
○工事請負業務
　　　プール棟解体工事

有
効
性

 成果の向上余地

 事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

後援・協賛 補助・助成

26年度(実績)

市民参画の有無 有　関係団体等からの意見聴取
適正である

市民協働の形態
共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

委託

公
平
性

① 実施設計業務 ％
計画

実績 100.0

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 27年度(実績)

③
計画

② 校舎改築進捗率 ％
計画

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分

9実績

実績 5.0

5.0

実績

成果指標
の達成度

目標値より高い ○ 概ね目標値どおり

③

耐震改修済中学校数

目標

実績

9

実績

②
目標

① 校
11目標

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

　当初から改築することを前提にしており、それに伴い、大規模な修繕等を実施してこなかった
ことから、早期に改築を進める。また、生徒数の減少が今後進んでいくことを踏まえ、将来を見
越した施設規模とするものである。

　文部科学省では、平成27年度末までに全ての学校施設の耐震化を完了することを目標にしてお
り、各自治体もその目的達成を求められているため。

目標値より低い

26年度(実績)

11

・市内全学校施設を耐震化するため計画的な改築を行っている。

向上余地がある

向上余地がない
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大迫中学校校舎改築事業
単位：千円 ●事業概要

校舎：RC造2階建　2,796㎡（昇降口渡り廊下含む）　／　建築単価見込≒325,485円/㎡

屋体： S造1階建　1,175㎡ ／　建築単価見込≒355,761円/㎡

●財源

☆環境改善交付金（危険改築）事業　補助基準額×5.5/10(過疎)、過疎債100%

→

→

←内示

→

←交付決定

●事業費見込み

○ ～ 別紙による

　

大迫中学校改築事業費

平成 27 年度 事業説明資料 【 】
白藤　清和 9-30-322

事後評価

事業名

大迫中学校改築事業費

項

0310一般

款会計

0402

事業ｺｰﾄﾞ

03

担当部署 部名 教育部 課名 教育企画課 担当係長 内線

《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

26年度決算額(A) 27年度決算額(B) 28年度現計予算額
決算額前年比

(B-A）

国・県

【工事契約可能】←内示

市

【 前年度 】建築計画調査　　　→

県

【当該年度】施設整備計画提出　→

97,022

交付申請　→

←交付決定

事業完了後実績報告書提出→

←額の確定通知

部重点施策における目標

年度〕31平成年度26〔平成期間限定単年度繰返事業期間

目

事業説明資料

事業概要

○設計等業務
　　　基本設計
　　　実施設計
　　　地質調査
　　　屋外環境整備実施設計
○工事請負業務
　　　プール棟解体工事

事業を展開する上での課題、留意事項　／　意見・要望等

大迫中学校は、昭和４３年に建築された学校であり建築後４７年が経過し、老朽化が著しい状
態であること、改築を前提としていることから耐震補強を行っていないため安全確保のため早
期に状況を改善したい。

事業開始の背景・経緯

夢と希望をもち、たくましく生きぬく子ども達を育む学校教育の充実

102,313

国
財
源
内
訳

5,291
事業費

31,80031,800地方債

その他

65,22270,5135,291一般財源

・同一敷地内で改築を行うことから、学校活動に配慮しながら事業を進める必要がある。
・学校施設として使用しなくなった場合に、他の用途に改修しやすい構造に配慮する。
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（単位：千円）
《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること 【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

大迫中学校改築事業費

379,561
1,623,500

249,212

33,961
45,000

822
11,500
2,100

60,000
9,550
9,198

2,252,273

11,000
196,341
454,400

7,470
25,810
71,070
76,069
12,000

121,640

H26-H32(計)

5,600
22,032
5,440

60,048
5,832

35,334
60,000

910,056

事業説明資料

10

会計 款

平成 事後評価27 年度事業説明資料

事業名

大迫中学校改築事業費

【

項

03

目

03

事業ｺｰﾄﾞ

0402一般

】

項　　目

現況測量・用地測量

基本設計

地質調査

実施設計(校舎等)

屋外環境実施設計

補助監理

通学路・水路工事

校舎改築工事

給水、下水道接続工事

解体工事

屋体・昇降口改築工事

自転車置場整備工事

屋外環境整備工事

ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ改築工事

屋外附帯工事

駐車場等整備工事

プール棟改築工事

屋外照明設置工事

学校･体育備品整備

建築確認等手数料

通学路整備委託

屋内運動場耐震診断

通学路整備用地補償費

その他

合計

国庫

起債（地方債）

一般財源

備品等移設業務

5,600

5,600

22,032
5,440

60,048
5,832

8,961

13,251

546,034

10,298

102,313

31,800
70,513

575,998

8,834

364,022
7,700

187,380

493
6,500
2,100

509,321
90,110

356,300
62,911

622,302
205,851

18,339

68

60,000

10,599

3,300

363,520

49,770

H26

5,600

H27 H28 H29 H30 H31

2,650
50,000

90,880
7,470

25,810
21,300
57,730
12,000

121,640
33,961

73

3,225
426,739
83,600

10,000

H32

10,000

45,000
188

5,000

1,178

10,000

6,050 3,000 500

290,600
52,539

3,225

369,100
47,351

1,570

565,700


